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北海道大学農学部演習林研究報告第44巻第2号 781-787(1987) 

苫小牧演習林における道路建設が

土壌性ササラダニ類にあたえる

影響について

11. 道路建設のための森林伐採が隣接林分の

ササラダニ類に与える影響

福山研二本

Effects of Construction of a Highway on Oribatid Mites 

(Acari: Cryptostigmata) in the Tomakomai 

Experiment Forest 

II. Effects of Clear Cutting for Construction of 
Highway on Oribatid Mites in Adjacent Forest 

By 

Kenji FUKYAMA * 

要旨

781 

道路建設のための森林伐採が隣接林分のササラダにどのような影響をあたえるかを調査し

た結果，以下のことが明らかになった。

1) 森林の伐採により隣接林分のササラダニ個体数は減少した。特に林縁部に近い所での

減少が大きいという傾向がみられ，伐採の影響は林内 35mまでおよんでいることがわかった。

2) ササラダニの出現種類数は，伐採後に減少したが，林縁部も林内も同じ程度の減少傾

向を示した。群集の地域的分布は伐採後かなり変化した。群集構造の類似度は，伐採後もそれ

ほど変化しなかったが，全体に種類構成は林縁から林内に向って変化してゆく傾向がわずかに

認められた。

キーワード: ササラダニ，森林伐採。

1. はじめに

前報(福山， 1987)において高速道路の建設前のササラダニ類の生息状況を報告した。今回

1987年 2月28日受理 Received February， 1987. 
本林業試験場昆虫第 1研究室

Entomology 1， Forestry & Forest Products Research Institute. 
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は，道路建設のための森林伐採の影響がササラダニにどのような影響を与えているかを調べる

ために，伐採前と伐採後のササラダニ類を比較調査した。

2. 調査方法

調査地およびサンプリング法は前回と同様に，森林観測塔そばの植生調査ライントランセ

クトから南西方向にそれぞれ 20m，80m， 130mのところに高速道路に対して垂直方向にライ

ンA，B， Cをきめ，さらに道路予定線から道路と平行に 3m， 11 m， 35 m， 55 m と4本の調査

ラインを引き，それぞれライン 1，2， 3， 4とした。二つの調査ラインの交点に A1から C4ま

で 12のコドラートち設定した。各コドラートから 5x5x7.5cmの土壌採集缶にて 3個ずつサ

ンプリングを行った。サンプリングは伐採前は 1977年 8月8日(前報)と伐採直前の 1977年

10月 15日に行なし、，伐採後は 1978年 8月7日に行なった。

3. 結果と考察

1) 伐採前後の個体数の比較

伐採前後のササラダニの個体数をみると，調査地全域では伐採前の 1977年 8月は 2101/

75cm2であり，直前の 10月では 3693/75cm2であるのに対して，伐採直後の 1978年 8月では

1212/75 cm2と激減していることがわかる (Tabl巴 1)。通常ササラダニ類は夏期には個体数が減

少し秋期に増加することが知られていることから，実際の伐採の影響は 1977年 8月と 1978年

の8月を比較する必要がある。この場合，伐採地から最も離れた調査ラインにおいてはほとん

ど減少がみられず，伐採地に近いライン 1や 2において著しい減少が認められる (Fig.1)。伐

採前は8月でも 10月においても伐採予定地からの距離による個体数の傾きは認られないこと

から，明らかに伐採の影響がササラダニ類の個体数に現われており， しかも，伐採地からの距

離にある程度反比例していることがわかった。ただし，分散分析ではライン A，B， C聞では有

Table 1. lndividual numbers at research quadrats (N/75 cm2) 

Aug. '78 Oct. '77 Aug. '77 

A B C T A B C T A B C T 

1 35 95 118 248 148 289 437 874 56 168 259 483 

2 33 74 73 180 130 333 328 791 62 238 249 549 

3 82 111 127 320 236 415 501 1152 109 266 170 545 

4 44 260 160 464 248 350 278 876 85 117 322 524 

T 本194 540 478 1212 762 1387 **312 789 1000 2101 
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Fig. 1. 

意差がでたもののライン 1，2，3，4聞で、は有意差がで、なかった (Table1)。伐採地に最も近いラ

この原因は今のところ不明であ

Table 2. Score of effects of cear cutting 
on oribatid mites using Hayashi's 
quanti五cationanalysis 1 (Aug. 1978) 

1-4: e妊ectsof clear cutting 
A-C: locality difference 

イン 1よりも次に近いライン 2のほうがより減少しているが，

伐採前に存在したライン AからまTこ，る。

ライン Cへかけての個体数の傾きは，

伐採後の 8月にお

伐採

直前の 10月においても，

score 

102.17 

188.67 

173.17 

A

B

C

 

ライン A，B， C いても明らかに認められた。
score 

の個体数の傾斜傾向が伐採による影響よりも

-72.0 

-94.67 

1 この傾向は気象観測塔建設大きいことから，
2 

もともとの森林内の環によるとし、うよりも，
-48.0 3 

境の違いを反映している可能性が高いと思わ

Score of locality di任erenceat 
research lines of oribatid mites 
before clear cutting using Haya-
shi's quanti五cation analysis I 
(Aug. 1977) 

e 

0.0 

Table 3. 

cor. coef =0.85 

4 

れる。

このような隣接地の伐採がササラダニ類

の個体数にどのような影響を与えているのか

を評価するため林の数量化 I類による分析を

Table 2は数量化I類により評価行なった。
score 

77.日

196.83 

249.58 

A 

score 

-13.67 1 

左がA，B， Cライン

の傾きの影響を除いた伐採の影響であり，道

路から最も離れたライン 4を影響Oとした時

した値(評点)であり，

B 

C 

8.33 

7.0 

2 

3 

0.0 

cor. coef=0.84 

4 のササラダニの平均個体数を表わしている。

右側は調査ライン A，B，Cの個体数の傾きを
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表わしており，道路の影響がOであるとした時のササラダニの平均個体数を表わしている。右

と左の評点を加えた値が各調査コドラートの個体数密度の推定値となる。

伐採前の 8月では (Table3)道路予定地からの距離による違いは多くても 22程度であり，

ニれに対して，伐採後では道路予定地の近くでは 70から 95

ものマイナスの影響がでており，道路から 35m離れたライン 3においても 50のマイナス影響

それほど差がないことがわかる。

Table 2， 3の下の相関係数は，数量化によって与えた評点によって推定しなお，がみられた。

これらの評点がどの程た各調査コドラートの個体数密度と実測値の相関をとったものであり，

いずれも 0.85，0.84とかなりよく一致している。度現実を反映しているかを表わしており，

伐採前後のササラダニ群集の比較

伐採後の 8月の調査で出現した種は，ほとんど伐採前と共通していた。種類数は伐採後に

やや減少の傾向があるが林縁部が特に減少するということはなかった (Fig.2)。

2) 

各調査コドラート聞のササラダニ種類類伐採前後のササラダニ群集構造を調べるために，

似度を比較してみる。森下による種類類似度指数 (Cl)を群分析すると伐採前の 8月および 10

Fig.3の上・中段のように，ほぼ似かよった群にわけることができ， しかも，月においては，

ササラダニ群集が季節にかかわりこれは，ある程度団塊状の分布をしていることがわかった。

しかも，微妙な植生や地形，微気象などの影響を反映しているこ

とを示していると思われる。伐採後の 8月で、は， Fig.3下段のように伐採前のササラダニ群集

の分布パターンとはやや異なってきており，伐採の影響が現われている。

なく一定の構造をしており，

しかし，全体の調査

コドラート聞の種類類似度は，伐採前後でそれほど違いがみられないことから，群集構造に与

それほど大きなもので、はなかったようである。える影響は，
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伐採がササラダエ群集構造にどのように反映されているかを調べるため数量化III類によ

る解析を行い，種組成がある一定の傾向になるように並べかえてみると Table4のような結果

となった。これをみると，概ね左の方が伐採地に近く，右に行くにつれて伐採地から離れてい

ることがわかる。このように，種組成も伐採地からの距離にしたがって変化してし、く傾向にあ

コドラート Alは他のコドラートに較べかなりり異なった値をとっまた，ることが示された。

Alが他と異なる種組

伐採前からの傾森下の CA指数による分析でも現われており (Fig.3)，

Alの種類組成がかなり特異的であることがわかる。

成をしていることは，

向のようである。

ていることから，
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Table 4. Result of Hayashi's quantification analysis III on oribatid 
communities at research quadrats (Aug. 1978) 

A1 C2 A3 C1 A2 B1 B2 B4 C3 C4 A4 B3 

1 0.074 0.070 0.065 0.013 -0.010 -0.092 -0.10 -0.14 -0.23 -0.35 -0.38 
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Fig. 4. Composition of three systematic groups (MGP) at research lines. 
Line 1: edge in forest. 

ササラダニの系統分類群 (MGP)の構成比率をみると，ライン A，B，Cでは伐採前とほぼ

同様の傾向であり，ライン AでP群が増加している。しかしライン 1，2， 3， 4ではわずかに

林縁部に P群が多いだけで，明瞭な傾向はみられなかった (Fig.4)。

以上のように， 高速道路建設のための森林の伐採の影響は伐採直後の 1978年 8月におい

てもすでに現われており，個体数については伐採地の林縁から 35mの所にまでおよんでいる

ことがわかった。また，ササラダニの群集構造には，ある程度影響が現われているものの，個

体数ほど明瞭な差はみられなかった。 ただし，種類数は 55mの所でも伐採前より減少してい

ることから，種類相の単純化傾向はかなり林内の奥 (55m地点)にまでおよんでいることが推

定された。青木・原因 (1977)によれば， ササラダニに対する道路建設の影響はせいぜい森林

内30mまでしかおよんでおらず， しかも，今回のような林縁部から林内にかけての明瞭な個

体数の傾斜も認められていない。 これは， 青木・原因 (1977)が森林伐採後の年月が経過して

いるのに対して，今回の調査が森林伐採の直後であるためではなし、かと思われる。
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Summary 

The effects of clear cutting for construction of highway on oribatid mites (Acari: Cry-

ptostigmata) in an adjacent forest were investigated in the Tomakomai Experiment Forest 

of Hokkaido University in 1977 and 1978. The results are as follows: 

1) The individual numbers in the adjacent forest decreased after clear cutting and the 

densities at the forest edge were lower than those at inside the forest. The e妊ectsof clear 

cutting on the density reached 35 m from the forest edge in the adjacent forest. 

2) The species numbers in the adjacent forest also decreased after the cutting throughout 

the whole area of the research plot. The distribution pattern of oribatid communities changed 

after the cutting. The similarities of oribatid communities in the research area did not change 

after cutting， but the community structure of the mites gradual1y changed from the edge to 

the inside of the adjacent forest. 


